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安全管理体制

　社員の様々な改善提案や実績等を集約して、提案内容の共有化を図るとともに、貢献度の高い提案を表彰する制度を設け
ています。改善提案は、作業安全や設備改良、業務改善等、様々な分野に及びますが、輸送の安全に関する提案も数多くあ
ります。また、優秀な案件は、社内だけでなくグループ会社全体への共有化と啓発を兼ねて、「グループアワード」と称して、
阪急阪神ホールディングスグループ全体でも表彰しています。2010 年度の事例を一部ご紹介します。

改善提案活動2 - 6

◎ＰＤＣＡサイクル
安全最優先の意識を徹底させるため、計画
（Plan）→行 動（Do）→確 認（Check）→改
善（Action）→新しい計画（Plan）の浸透
定着を図り、現場までが一体となってＰＤ
ＣＡサイクルを機能させています。また、
毎年度、年度計画（Plan）→実施（Do）→内
部監査（Check）→年度計画実施結果見直
し（Action）→次年度計画の策定（Plan）の
ＰＤＣＡサイクルで各種安全施策を進めて
います。特に、PDCAサイクルの根幹となるのが確認（Check）であり、各人のチェック能力の向上を図る施策を進め
ています。

◎法令遵守の徹底
日頃から、コンプライアンスセミナーや教育において法令の遵守徹底を
図っています。また、社内規程の他、関係する法律等に対しては、官報や局
通達を確実に確認する体制をとっています。さらに２０１１年度からは、輸
送の安全管理に関する規程の中で、各部門が連携する必要がある規程の
変更については、安全管理推進委員会の議題で取り上げ、内容確認と周知
徹底を図っています。
また、薬物乱用に対しては、特別安全講習会においてテーマとして取り上げ
る他、啓蒙啓発を行い、再発防止を徹底しています。その他、交通法規等、
社会のルールについても、全国交通安全運動等の各種運動等を通じて、意
識の高揚を図っています。

◎安全意識調査
輸送の安全に対する各施策や教育訓練において、各人あるいは各職場に
おいて、その効果を客観的に把握するため、2009 年度に初めて安全意識
調査を実施しました。その結果を分析し、2010 年度はその改善に取り組
んできました。2011年度は、第 2回の安全意識調査を実施し、定量的把
握と前回比較による各種施策の効果検証を行う予定です。
第1回と同様に、阪急電鉄だけでなく、本部内グループ会社の社員に対し
ても実施することにより、輸送の安全に関わる係員一人ひとりまで、課題
を抽出して、改善に取り組んでいます。

3 -1-1「安全意識」を醸成するための取り組み

安全意識の高揚・安全対策3 -1

阪急電鉄における鉄道に関するお問い合わせは、従来、サービスセンター所在駅（16 駅）および
梅田駅テレホンセンターで承っていました。しかし、繁忙期には対面業務の傍らの電話応対の
ため、お問い合わせに十分対応できていない状況であったため、サービスセンターの外線電話
を梅田駅テレホンセンターとともに一元化し、交通ご案内センターを開設することで、応答率の
改善とスムースで的確な案内を目指しました。また、お問い合わせ内容をすべてデータベース化
することにより、今後のサービス改善や事業戦略に役立ててまいります。

優秀賞　阪急電鉄交通ご案内センター開設について

トンネル構造物の検査として阪急・阪神線で実施しているトンネル連続画像撮影は、従来トロ
リー上に組んだ検査装置をモーターカーでけん引していましたが、阪急・阪神線他で使用してい
る軌道検測車の端部に検査装置を搭載できるよう、着脱式のステージを阪急阪神レールウェイ・
テクノロジーにて設計・製作しました。この取り組みにより、検査業務の安全性の向上、検査日
数・準備作業の低減を実現しました。

優秀賞　軌道検測車の活用によるトンネル検査の効率化及び省力化

3. 重点安全施策の内容と進捗状況




